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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

（1） 対象地域 

構成市町村名 ：伊勢崎市 

面 積 ：139.44   

人 口 ：212,178 人  （令和 4 年 4月 1日現在） 

 

伊勢崎市（以下、「本市」という。）は、群馬県南部、関東平野の北西に位置し、首都圏か

ら 80～100km の距離にある。周囲は、前橋市、桐生市、みどり市、太田市、玉村町といった

群馬県の主要都市に囲まれており、利根川をはさんで埼玉県の本庄市、深谷市と接している。 

本地域の地勢としては、赤城山麓の南面に位置し、北部に一部丘陵地があるほか、全体は

ほぼ平坦地であり、南部には利根川が流れている。 

交通は、JR 両毛線と東武伊勢崎線が結節する鉄道交通の要衝であるとともに、北関東自

動車道が東西に横断し、伊勢崎インターチェンジ、波志江スマートインターチェンジが設置

されている。また、本地域に接する形で上越新幹線、関越自動車道があり、首都圏の連絡も

比較的良い。 

 

図 １ 本市の位置  
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（2） 計画期間 

本計画は、第 1 次計画（平成 20 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日）、及び第 2 次計画

（平成 27 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日）に続く第 3 次計画とし、令和 5 年 4 月 1 日

から令和 12 年 3 月 31 日の 7 年間を計画期間とする。計画期間を図 ２に示す。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すも

のとする。 

 

図 ２ 計画期間 

（3） 基本的な方向 

本市においては、一般廃棄物処理基本計画にて、限りある資源を有効に活用し、循環型社

会の形成を図るため、更なるごみの減量化・資源化に向けて、住民・事業者・行政がそれぞ

れの役割と責任を果たし、お互いに協力しながら取り組んでいくこととしている。このよう

なことから、本計画においてもこの基本的な考え方を踏まえたものとする。 

本市におけるごみ処理体制については、分別収集の徹底を図るとともに発生抑制を進め、

「資源循環型社会」に向けて廃棄物のリサイクル及び処理システム、並びに適正処理の構築

を図るものとする。 

また、本市の不燃ごみ、粗大ごみ、缶類、びん類の処理を行っている伊勢崎市清掃リサイ

クルセンター21（リサイクルプラザ）は平成 12 年稼働であるが、今後の安定かつ安全なご

み処理を確保し既存施設の有効利用を図るため、施設の延命化対策を目的とした基幹的設備

改良工事を行う予定である。 

生活排水対策としては、これまで行ってきた生活排水処理施設の整備と工場排水の規制に

より、公共用水域の水質は改善傾向にあるが、依然として一般家庭から未処理のまま流され

る生活雑排水などによる水質の汚濁が見られる。今後はさらに改善を進めるために、下水道

及び合併処理浄化槽の整備を進める。 

（4） ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

群馬県では、平成 29 年 3 月に策定、令和 3 年 3 月に改訂した「群馬県一般廃棄物処理広

域化マスタープラン」で、本市を玉村町とのブロック区分としている。整備計画としては、

令和 8年で焼却施設等を 2 施設、粗大・資源化施設を 2 施設、最終処分場を 1 施設、し尿処

理施設を 1～3施設、令和 23 年で焼却施設等を 1施設、粗大・資源化施設を 1 施設、最終処

分場を 1 施設、し尿処理施設を 1 施設とする整備計画を示している。 

今後は令和 23 年の整備計画達成に向けて、ごみ処理の広域化・施設の集約化について検

討していく。 

  

令和11年度令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

計画期間
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（5） プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容 

住民がプラスチック使用製品の使用を合理化し、排出抑制と適正な分別を行えるよう、ご

み収集カレンダーや分別ガイドブック等で啓発・情報提供を行うとともに、出前講座等で環

境学習を行う。 

本市のプラスチック資源の分別収集及び再商品化については、市内で発生したプラスチッ

ク製容器包装、及びペットボトルを分別収集し、指定法人である日本容器包装リサイクル協

会に引き渡すことで再商品化している。なお、赤堀地区で分別収集したペットボトルのみ、

民間業者に引き渡して再商品化を行っている。 

今後、プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律及びプラスチックに係る資源循

環の促進等を総合的かつ計画的に推進するための基本的な方針に基づき、プラスチック使用

製品の分別収集やプラスチック製容器包装との一括回収、再商品化に向けて、分別区分の見

直しや再商品化ルートについての検討を行う。 

検討結果に基づき、社会情勢及び財政状況を考慮した上で、必要な財源措置を踏まえて、

令和 12 年度までにプラスチック資源の分別収集及び再商品化を行う。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

（1） 一般廃棄物等の処理の現状 

ア 一般廃棄物の処理 

令和 3年度の本市における一般廃棄物の排出、処理状況を図 ３に示す。 

集団回収量も含めた総排出量は 74,019 トンであり、再生利用される「総資源化量」

は 7,505 トン、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収

量）／（ごみの総処理量＋集団回収量））は 10.1％である。 

中間処理による減量化量は 58,729 トンであり、集団回収量を除いた排出量の 80.0％

が減量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の 10.6％にあたる 7,784 トン

が埋め立てられている。 

なお、中間処理量のうち焼却量は 65,491 トンである。各焼却施設では、施設の暖房

や給湯等の余熱利用を行っており、さらに、伊勢崎市清掃リサイクルセンター21 では

ごみ発電を行っている。 

 

図 ３ 一般廃棄物の処理状況フロー（令和 3年度） 

イ 市町村が行う産業廃棄物の処理 

本市では現在、一般廃棄物処理施設においては、産業廃棄物の受け入れは行っていな

い。 

（2） 生活排水の処理の現状 

令和 3年度の本市の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量を図 ４に示す。 

生活排水処理対象人口は 212,178 人であり、汚水衛生処理人口（令和 3 年度現在、現に汚

水処理施設に接続されている人口。以下同様。）は 134,746 人、汚水衛生処理率は 63.5％で

ある。 

し尿発生量は 6,115kL/年、浄化槽汚泥発生量は 55,271kL/年である。自家処理はないた

め、処理・処分量（＝収集・運搬量）は 61,386kL/年（発生量の 100.0％）である。処理・

処分量は、下水道整備区域が広がっていることから減少傾向にある。 

し尿、浄化槽汚泥は、本市の施設である「茂呂クリーンセンター」「境クリーンセンター」

において処理されている。 

7,505 t

10.1 ％
※

2,651 t 4,274 t

3.6 ％ 5.8 ％

12,058 t

16.4 ％

73,438 t 70,787 t 7,784 t

100.0 ％ 96.4 ％ 10.6 ％

（総排出量： 58,729 t

80.0 ％

0 t 0 t 7,784 t

0.0 ％ 0.0 ％ 10.6 ％

※総資源化率：（直接資源化量＋処理後再生利用量＋集団回収量）／（ごみの排出量＋集団回収量）

直接資源化量 処理後再生利用量

処理残さ量

集団回収量 総資源化量

580 t

中間処理量 処理後最終処分量

73,438 t
減量化量

排　出　量 計画処理量

直接最終処分量 最終処分量74,018t) 自家処理量
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図 ４ 生活排水の処理状況フロー（令和 3 年度） 

（3） 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表 １

のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

目標年度は計画終了の翌年度である令和 12 年度とし、目標年度の一般廃棄物の排出、処

理状況を図 ５に示す。 

また、参考として、現状と目標のトレンドグラフを添付資料 2（p.30～）に示す。 

 

表 １ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

67,019 人 (31.6%)

134,746 人 (63.5%) 8,144 人 (3.8%)

浄化槽汚泥発生量

212,178 人 (100.0%) 59,583 人 (28.1%) 55,271 kL/年

61,501 人 (29.0%)

77,432 人 (36.5%)

し尿発生量

15,931 人 (7.5%) 6,115 kL/年

※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口

合併処理浄化槽等総人口

単独処理浄化槽

公共下水道

汚水衛生処理人口
※ 農業集落排水施設

未処理人口

非水洗化人口

総排出量 13,848 トン (-11.7%)

1事業所当たりの排出量
※2 1.4 トン/事業所 (-12.5%)

総排出量 52,050 トン (-9.9%)

1人当たりの排出量
※3 219.2 kg/人 (-11.3%)

合　計 事業系生活系排出量合計 65,898 トン (-10.3%)

2,651 トン (3.6%) 1,935 トン (2.9%)

7,505 トン (10.1%) 9,667 トン (14.3%)

最終処分量 7,784 トン (10.6%) 7,117 トン (10.8%)

指　　　標
現　状（割合

※1
）

（令和3年度）
目　標（割合

※1
）

（令和12年度）

排出量

15,683 トン

1.6 トン/事業所

57,755 トン

247.0 kg/人

73,438 トン

生活系

事業系

埋立最終処分量

※1 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回収量に
　    対する割合

※2 （1事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／（事業所数）

※3 （1人当たりの排出量）＝｛（生活系ごみの総排出量）－（生活系ごみの資源ごみ量）｝／（人口）

16,528 MWh

0 GJ

19,669 MWh

0 GJ

再生利用量
直接資源化量

総資源化量

エネルギー
回収量

エネルギー回収量
（年間の発電電力量及び熱利用量）

　排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：トン〕

　総資源化量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕

　エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

　最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫
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図 ５ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 12 年度） 

（4） 生活排水処理の目標 

生活排水処理については、表 ２及び図 ６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備

等を進めていくものとする。 

 

表 ２ 生活排水処理に関する現状と目標 

 

 

図 ６ 目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和 12年度） 

9,667 t

14.3 ％
※

1,935 t 5,936 t

2.9 ％ 9.0 ％

13,053 t

19.8 ％

65,898 t 63,963 t 7,117 t

100.0 ％ 97.1 ％ 10.8 ％

（総排出量： 50,910 t

77.3 ％

0 t 0 t 7,117 t

0.0 ％ 0.0 ％ 10.8 ％

※総資源化率：（直接資源化量＋処理後再生利用量＋集団回収量）／（ごみの排出量＋集団回収量）

1,796 t

直接最終処分量 最終処分量

集団回収量 総資源化量

67,694t) 自家処理量

中間処理量 処理後最終処分量

65,898 t
減量化量

直接資源化量 処理後再生利用量

処理残さ量

排　出　量 計画処理量

公共下水道 67,019 人 (31.6%) 89,429 人 (42.9%)

農業集落排水施設等 8,144 人 (3.8%) 9,215 人 (4.4%)

合併処理浄化槽等 59,583 人 (28.1%) 73,093 人 (35.1%)

未処理人口 77,432 人 (36.5%) 36,724 人 (17.6%)

合計 212,178 人 208,461 人

汲み取りし尿量 6,115 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 2,900 ｷﾛﾘｯﾄﾙ

浄化槽汚泥量 55,271 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 46,679 ｷﾛﾘｯﾄﾙ

合計 61,386 ｷﾛﾘｯﾄﾙ 49,579 ｷﾛﾘｯﾄﾙ

令和3年度実績 令和12年度目標

処理
形態別
人口

し尿・
汚泥の

量

89,429 人 (42.9%)

171,737 人 (82.4%) 9,215 人 (4.4%)

浄化槽汚泥発生量

208,461 人 (98.2%) 73,093 人 (35.1%) 46,679 kL/年

29,168 人 (14.0%)

36,724 人 (17.6%)

し尿発生量

7,556 人 (3.6%) 2,900 kL/年

※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口

公共下水道

汚水衛生処理人口
※ 農業集落排水施設

総人口 合併処理浄化槽等

単独処理浄化槽

未処理人口

非水洗化人口
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３ 施策の内容 

（1） 発生抑制・再使用の推進 

ア ごみの減量化 

① 生ごみ処理器購入費助成 

家庭から排出される生ごみの減量化を図るため、堆肥式処理器、電動式処理器、EM

式処理器、ディスポーザ等の生ごみ処理器購入者に対して助成金を交付している。助

成金額は購入金額の半額（上限 2 万円）である。 

イベント等で事業の案内や実機を用いた啓発活動を行うことで、利用者の増加によ

るごみの減量化を図っている。 

近年の生ごみ処理器等の助成件数等を表 ３に示す。 

今後は助成の継続により生ごみの堆肥化、有効利用を推進するとともに、生ごみの

適正な資源化方法の調査、研究を行う。 

表 ３ 生ごみ処理器助成件数及び金額 

 

② 枝葉破砕機購入費助成 

枝葉破砕機購入者に助成を行うことにより、市民が主体となった減量・リサイクル

を進めている。助成金額は購入金額の半額（上限 2 万円）である。 

近年の枝葉破砕機の助成件数等を表 ４に示す。 

今後も助成の継続により、枝葉の減量化、資源化を推進する。 

表 ４ 枝葉破砕機助成件数及び金額 

  

申請件数

補助金額

申請件数

補助金額

申請件数

補助金額 748,000 円 53,400 円 2,093,600 円 320,000 円 3,215,000 円

11,900 円 825,700 円 80,000 円 1,071,000 円

252 件 7 件 139 件 16 件 414 件

29,600 円 367,100 円 60,000 円 599,200 円

53 件 1 件 53 件 4 件 111 件

142,500 円

153,400 円

1,000 円 341,000 円 20,000 円 499,200 円

46 件 3 件 26 件 3 件 78 件

137,200 円

1,000 円 369,700 円 100,000 円 565,500 円

49 件 1 件 22 件 1 件 73 件

94,800 円

項目

申請件数

補助金額

86 件

480,100 円

34 件 1 件 26 件 5 件 66 件

1 件

9,900 円

12 件

190,100 円

3 件

60,000 円220,100 円

70 件

年度

合計

令和
3年度

令和
2年度

令和
元年度

平成
30年度

平成
29年度

申請件数

補助金額

申請件数

補助金額

堆肥式処理器 EM処理器 電動式処理器 ディスポーザ 合計

令和2年度

令和3年度 48 件 793,400 円

年度 申請件数 補助金額

平成29年度 38 件 600,000 円

798,700 円

793,300 円

48 件 794,800 円

合計 235 件 3,780,200 円

平成30年度 52 件

令和元年度 49 件
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③ 食品ロス削減啓発事業 

食品ロスを削減するため、食品ロスの削減に向けた取り組みを実践している市内の

飲食店や宿泊施設を募集し、「伊勢崎市食品ロス削減協力店」として認定しているほ

か、イベント等で啓発物を配布することで、市民の食品ロス削減意識の向上を図って

いる。 

食品ロス削減に向けた取り組み項目は以下のとおりである。 

  ・小盛り、ハーフサイズメニュー等の設定 

  ・消費者の要望に応じた量の調整 

  ・食べ残しの削減の呼びかけ 

  ・ポスター等の掲示による啓発活動の実施 

  ・特典の付与 

  ・食品廃棄物のリサイクル 

  ・その他食品ロスの削減への取組 

今後も、食品ロス削減協力店数の拡充に向けた取り組みや啓発活動を進める。 

④ リユース食器貸出事業 

イベント時のごみの発生抑制や使用者のリユース意識の向上を図るため、団体向け

に、繰り返し洗って使うことのできるリユース食器の貸し出しを行っている。 

近年のリユース食器貸出事業の実績を表 ５に示す。 

今後も貸し出しを行うとともに、利用推進の取り組みを進める。 

表 ５ リユース食器貸出数及び借上金額 

 

⑤ レジ袋の削減、マイバッグの配布 

消費者団体・事業者・行政で組織する群馬県環境にやさしい買い物スタイル普及促

進協議会に協力し、レジ袋の削減、マイバッグ持参の周知を図っている。 

今後も、イベント等でマイバッグを配布する等、啓発活動を推進する。 

⑥ 家庭ごみ処理の有料化 

家庭系ごみのうち、もえるごみ、もえないごみ、プラスチック製容器包装、びん、

缶の 5品目について、指定ごみ袋を採用している。 

今後は指定袋制による排出方法を継続し、十分なごみ減量化施策を実施した後、ご

み量の推移やごみ減量施策の成果などを確認し、周辺市町村の動向等を勘案した上で、

必要に応じて家庭ごみ処理有料化の検討を行う。 

  

1,657,910 円

596,309 円

令和2年度 6 件 1,170 個 21,538 円

令和3年度 2 件 840 個 13,860 円

借上金額

平成29年度 49 件 35,820 個 564,043 円

平成30年度 48 件 29,295 個 462,160 円

年度 貸出件数 貸出個数

令和元年度 62 件 36,660 個

合計 167 件 103,785 個
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⑦ ごみ組成調査等の実施 

ごみの減量化・資源化を進めるにあたり、基礎資料を得るため、ごみの組成調査を

実施している。 

今後もごみ組成調査を計画的に実施するとともに、ごみ排出量データ等基礎となる

数値の統計整理を進め、数値の精度を高めていく。 

⑧ 事業系ごみの指導強化 

事業系ごみの減量化・資源化を図るため、搬入指導強化を行うとともに、分別指導

を徹底している。 

今後は搬入指導等を継続するとともに、ごみとなる物を製造している製造者の責任

を明確にし、製造者に対してごみ処理に要する費用負担などをより一層求めていくこ

となど、国等への要望活動等を積極的に行う。 

イ リサイクル 

① 町内の資源回収・集団回収に対する奨励金交付 

再生可能な有価物（新聞、雑誌、段ボール、紙パック、雑がみ、衣類など）の再資

源化を積極的に実施した行政区・団体に対し、1 キログラム当たり 8 円の奨励金を交

付している。 

町内資源回収及び集団回収の実績をそれぞれ表 ６及び表 ７に示す。 

今後も奨励金の継続により、有価物の再資源化を推進する。 

表 ６ 町内資源回収の実績 

 

 

表 ７ 集団回収の実績 

 

② 資源保管庫 

資源物の回収量の増加及び市民の利便性向上のため、公共施設に常設の資源回収用

保管庫を設置している。 

資源保管庫は平成 20 年度から順次設置を開始しており、令和 3 年度現在で市役所

2,591,983 kg

12,465,658 kg

奨励金交付額

19,688,792 円

19,129,880 円

18,893,072 円

21,277,656 円

20,735,864 円

99,725,264 円合計

資源回収量

2,461,099 kg

2,391,235 kg

2,361,634 kg

2,659,707 kg

平成30年度

令和元年度

年度

令和2年度

令和3年度

平成29年度

37,296,736 円合計 ―

令和元年度

令和2年度

令和3年度

団体登録数

120 団体

120 団体

奨励金交付額

10,291,824 円

9,544,328 円

8,582,392 円

4,235,192 円

4,643,000 円

資源回収量

1,286,478 kg

1,193,041 kg

1,072,799 kg

529,399 kg

580,375 kg

358 回

106 団体 361 回

454 回

120 団体 442 回

― 4,662,092 kg

年度

平成29年度

実施回数

121 団体 452 回

平成30年度
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や各支所、公民館、保育所等計 27ヶ所の公共施設に設置されている。 

回収品目については、古紙類（新聞・雑誌・段ボール・雑がみ）及び廃食用油、衣

類を対象としている。また、プラスチック製容器包装の分別収集を実施していない赤

堀地区の住民に向け、赤堀支所においてはプラスチック製容器包装も収集している。 

資源物の回収場所を表 ８に示す。 

今後は、資源保管庫の更なる利用促進を図る。 

表 ８ 資源物の回収場所 

 

  

家電 電池 ｲﾝｸ

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ― ○ ○

○ ― ○ ○

○ ― ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ― ○ ○

○ ― ○ ○

○ ― ○ ○

○ ○ ○ ○

― ○ ○ ○

○ ― ― ―

― ○ ○ ○

○ ― ― ―

○ ― ― ―

○ ― ― ―

○ ― ― ―

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ― ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ― ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ― ― ―

○ ― ― ―

※　資源：資源保管庫、家電：使用済小型家電、電池：小型充電式電池、インク：インクカートリッジ

伊勢崎地区
市民ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ宮子 ○○○―

伊勢崎市宮子町3406番地3
いせさきガーデンズ1階

伊勢崎市柴町954番地

伊勢崎市茂呂南町5097番地2

伊勢崎市中央町12番17号

伊勢崎市昭和町3862番地

伊勢崎市寿町145番地1

伊勢崎市西久保町一丁目64番地5

伊勢崎市堀口町492番地

伊勢崎市馬見塚町1296番地

伊勢崎市昭和町1712番地2

伊勢崎市曲輪町8番地1

伊勢崎市連取町1952番地

伊勢崎市今泉町二丁目410番地

伊勢崎市平和町27番32号

伊勢崎市上泉町619番地1

伊勢崎市上植木本町2760番地

伊勢崎市美茂呂町3032番地7

伊勢崎市波志江町1029番地

伊勢崎市田中島町1102番地

専用回収ﾎﾞｯｸｽ
資源設置場所地区 住所

伊勢崎駅前ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

清掃ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ21

境ひので保育所

境いよく保育所

伊勢崎市役所本庁舎

北公民館

南公民館

殖蓮公民館

茂呂公民館

三郷公民館

宮郷公民館

第三保育所

第四保育所

赤堀支所

赤堀公民館

茂呂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

第二保育所

絣の郷

上下水道局

名和公民館

豊受公民館

境地区
境剛志公民館

境采女公民館

境島村公民館

境東公民館

伊勢崎市東町2668番地1

境支所

境公民館

伊勢崎市西久保町二丁目81番地

伊勢崎市田部井町三丁目2090
東地区

あずま支所

あずま公民館

赤堀地区

伊勢崎市境米岡234番地

伊勢崎市境伊与久519番地

伊勢崎市境637番地

伊勢崎市境598番地1

伊勢崎市境下渕名2023番地1

伊勢崎市境下武士862番地3

伊勢崎市境島村2720番地

伊勢崎市境米岡764番地1
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③ 使用済小型家電の回収 

平成 25 年度の小型家電リサイクル法の施行に伴い、本市においても平成 25 年度

から貴金属やレアメタルなどを含む使用済小型家電の回収を実施している。 

従来のもえないごみの分別区分により回収したごみの中から、使用済小型家電を選

別するピックアップ回収と、市役所・各支所等の公共施設 15 ヶ所に専用の回収ボッ

クスを設置してボックス回収を実施している。また、令和 2年 7 月から、宅配便によ

るパソコン等の回収を行う国の認定事業者と連携した回収も行っている。 

小型家電回収の実績を表 ９に、資源物の回収場所を表 ８に示す。 

今後も、回収量拡大を目指し回収ボックスの更なる設置拡大に努める。 

表 ９ 小型家電回収の実績 

 

④ 小型充電式電池の回収 

リチウムイオン電池などの小型充電式電池による火災、爆発事故を防止し、また希

少な金属の資源化を推進するため、令和 2 年 7 月から小型充電式電池の回収を実施

している。 

専用の回収ボックスは市役所・各支所等の公共施設 23ヶ所に設置している。 

小型充電式電池回収の実績を表 １０に、資源物の回収場所を表 ８に示す。 

今後も、回収量拡大を目指し回収ボックスの更なる設置拡大に努める。 

表 １０ 小型充電式電池回収の実績 

 

⑤ インクカートリッジの回収 

資源の有効活用のため、令和 2 年 7 月からインクカートリッジの回収を実施して

いる。 

専用の回収ボックスは市役所・各支所等の公共施設 23ヶ所に設置している。 

インクカートリッジ回収の実績を表 １１に、資源物の回収場所を表 ８に示す。 

今後も、回収量拡大を目指し回収ボックスの更なる設置拡大に努める。 

  

※　認定事業者：パソコン、携帯等

令和2年度

令和3年度

平成30年度

令和元年度

年度 ピックアップ 回収ボックス

平成29年度 56,380 kg 195 kg

60,870 kg 450 kg 67,407 kg

56,825 kg

0 kg 169 kg 169 kg

231,365 kg

42,950 kg 260 kg 50,390 kg

合計

56,575 kg

56,650 kg 175 kg

216,850 kg 1,249 kg合計

認定事業者
※

－

－

－

7,180 kg

6,087 kg

13,266 kg

合計 76 kg 29 kg 105 kg 210 kg

令和3年度 76 kg 29 kg 105 kg 210 kg

年度 ニカド電池 ﾆｯｹﾙ水素電池 ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池 合計

令和2年度 0 kg 0 kg 0 kg 0 kg
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表 １１ インクカートリッジ回収の実績 

 

⑥ 衣類の回収 

衣類の資源回収を市内全域で毎月 1 回実施するとともに、資源保管庫でも回収を

している。衣類のほか、毛布、カーテン、かばん、靴なども資源として有効活用し、

リサイクルの推進を図っている。 

今後も衣類の回収及び資源化を推進する。 

⑦ 資源ストックヤード 

資源物（古紙類・プラスチック製容器包装）の効率的な回収及び更なる資源化推進

のため、市内 3ヶ所に資源ストックヤードを整備している。 

資源ストックヤード一覧を表 １２に示す。 

今後も、有効に活用していく。 

表 １２ 資源ストックヤード一覧 

 

⑧ プラスチック類の回収 

プラスチック類について、プラスチック製容器包装を伊勢崎地区、東地区、境地区

のごみ集積所と赤堀地区内の拠点で分別収集しているほか、発泡トレイ（白色）を赤

堀地区のごみ集積所で分別収集している。 

今後はプラスチック製容器包装類の資源化を継続するとともに、プラスチック使用

製品の資源化について検討する。 

ウ 環境教育、普及啓発 

① 環境教育 

小学校での出前講座や、小学生を中心とした清掃リサイクルセンター21 の施設見

学を通じて環境学習の支援を行っている。 

今後も環境学習の支援を継続することにより、ごみの分別や資源化に対する意識向

上を促進する。 

② 普及啓発 

市民及び事業者に取り組んでもらう事項について、市ホームページや広報誌等によ

り啓発を行っている。 

今後も積極的に啓発を行うとともに、市民が取り組みやすいよう支援する。 

令和2年度 106 kg 23 箱

令和3年度 139 kg 30 箱

合計 245 kg 53 箱

年度 回収量 箱数

ストックヤード名

伊勢崎ストックヤード

境ストックヤード

あずまストックヤード

保管する資源物

古紙類

プラスチック製容器包装

プラスチック製容器包装
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③ 出前講座の推進 

市民のリサイクル意識の向上を目的に、出前講座として地域へ出向き、ごみの分別

やごみの減量化・再資源化についての講座を実施し、周知を図っている。出前講座の

参加者には、マイバッグ等の啓発品を配布し、ごみの発生抑制や減量を推進している。 

出前講座の実施状況を表 １３に示す。 

今後も出前講座の実施を継続する。 

表 １３ 出前講座の実施状況 

 

エ 生活排水対策 

① 汚濁負荷量削減 

公共用水域の水質汚濁の主要因である生活雑排水について、汚濁負荷量の削減のた

め、次のような取り組みの実施を促進している。 

・調理時：調理くずや廃食用油等の排出抑制及び適正処理 

・食器洗浄時：合成洗剤の使用削減 

・洗濯時：無リン洗剤や石鹸、風呂の残り湯の使用 

今後も水質汚濁負荷量の削減に向けた各種取り組みの普及・促進を行う。 

② 広報・啓発活動 

下水道・浄化槽の正しい使い方を案内するホームページを作成し、住民の意識啓発

を図っている。 

また、環境イベント等において、水質汚濁や生活排水への関心及び理解度、厨房排

水や廃食用油の処理方法、洗剤の種類などの内容について展示を行っている。 

今後も、住民の生活排水に対する認識を深めるため、広報・啓発活動を推進する。 

  

87 人

合計 21 件 503 人

4 件 55 人

5 件 127 人

1 件 12 人

参加人数件数年度

222 人7 件平成29年度

令和3年度 4 件

平成30年度

令和元年度

令和2年度
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（2） 処理体制 

ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

① 現在のごみ処理体制 

本市の分別区分及び処理方法の現状と今後を表 １４に示す。 

本市では、平成 17 年 1 月の市町村合併に伴い、各地区のごみの分別区分の統一化

を図ってきた。しかし、赤堀地区のごみは桐生市において処理を行っているため、分

別区分の一部（プラスチック類、有害物、危険物）が異なっている。 

今後は、減量化・資源化の推進を目的に、市全体で分別区分の統一化を検討してい

く。 

 

伊勢崎地区・東地区・境地区 

 ①もえるごみ       ②もえないごみ ③粗大ごみ ④びん ⑤缶 

 ⑥プラスチック製容器包装 ⑦ペットボトル ⑧廃食用油 ⑨古紙類・衣類 

 ⑩有害物(蛍光管、水銀式体温計・温度計・血圧計、電池類) 

 ⑪危険物(カセットボンベ・スプレー缶、ライター) 

 

赤堀地区 

 ①もえるごみ     ②もえないごみ ③粗大ごみ ④びん ⑤缶 

 ⑥発泡トレイ（白色） ⑦ペットボトル ⑧廃食用油 ⑨古紙類・衣類 

 ⑩有害物(蛍光管、電池類) 

 ⑪危険物(カセットボンベ・スプレー缶、ライター) 

 

中間処理は、伊勢崎市清掃リサイクルセンター21 でもえるごみの焼却、もえない

ごみ・粗大ごみの破砕選別、びん・缶の選別を行っている他、資源化の推進に伴い、

増加していく資源物に対応するため、ストックヤードを整備している。 

焼却ごみについては、現在焼却施設において熱回収（発電）を行っており、今後も

有効利用を図る。 

なお、赤堀地区のごみは、現在桐生市に処理を委託しているが、今後の減量化・資

源化に伴い、委託の見直しを検討する。 
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表 １４ 分別区分及び処理方法の現状と今後 

 

  

一次処理 二次処理

焼却（熱回収） 焼却灰：最終処分 48,125

破砕・分別・
資源化

可燃残渣：焼却
不燃残渣：最終処分
金 属 類：資源化
小型家電：資源化

4,293

びん・缶 1,036

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 657

ペットボトル 258

廃食用油 19

古紙類・衣類 2,382

有害物・危険物 147

枝葉 515

持込資源 47

資源保管庫等 276

集団回収 580

一次処理 二次処理

焼却（熱回収） 焼却灰：最終処分 41,982

破砕・分別・
資源化

可燃残渣：焼却
不燃残渣：最終処分
金属類　：資源化
小型家電：資源化

3,720

びん・缶 786

プラスチックごみ 2,115

ペットボトル 608

廃食用油 12

古紙類・衣類 1,681

有害物・危険物 126

枝葉 712

持込資源 32

資源保管庫等 276

集団回収 1,796

現状（令和3年度）

将来（令和12年度）

分別区分 処理方法
処理施設等 処理量

（t）

処理施設等 処理量
（t）

リ
サ
イ
ク
ル

資
源
物
等

選別・保管・
資源化

資源化

資源化

伊勢崎市清掃
リサイクルセンター21

ストックヤード

※赤堀地区のごみは
　桐生市に委託

可燃残渣：焼却
鉄　　類：資源化
アルミ類：資源化
カレット：資源化
プラスチック類：資源化
ペットボトル：資源化
廃食用油：資源化
古 紙 類：資源化
衣　　類：資源化
有害物・危険物：資源化

もえるごみ

もえないごみ・粗大ごみ
（小型家電含む）

分別区分

可燃残渣：焼却
鉄　　類：資源化
アルミ類：資源化
カレット：資源化
プラスチック類：資源化
ペットボトル：資源化
廃食用油：資源化
古 紙 類：資源化
衣　　類：資源化
有害物・危険物：資源化

資源化

処理方法

資源化

資源化

資源化

資源化

もえるごみ

伊勢崎市清掃
リサイクルセンター21

ストックヤード

※赤堀地区のごみは
　ごみの減量化状況に
　応じて検討

もえないごみ・粗大ごみ
（小型家電含む）

リ
サ
イ
ク
ル

資
源
物
等

選別・保管・
資源化

資源化
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② 今後のごみ処理体制 

既存の廃棄物処理施設の有効利用を図り、安定かつ安全なごみ処理を確保するため、

令和 6 年度から令和 7 年度の 2 ヶ年で伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（不燃ご

み粗大ごみ処理、缶類びん類処理）の基幹的設備改良事業を行い、延命化を図るとと

もに、適正な廃棄物処理を継続する。 

また、「群馬県一般廃棄物処理広域化マスタープラン（令和 3年 3 月改訂）」に基づ

き、一般廃棄物処理施設の更新時期が近い周辺の市町村の状況を注視し、広域処理に

ついて研究する。 

イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

事業系ごみは、各事業者自身が排出者責任で処理しなくてはならないとの認識を持

つとともに、ごみについての減量化を効果的に推進するよう各事業者や経営者に要請、

指導を行う。 

施設に搬入する際、生活系ごみと同様の分別を求め、分別されていないものについ

ては受け入れを拒否するなどにより、分別・減量化・資源化の徹底を指導する。 

今後、さらにごみの減量化・資源化を効果的に推進するよう各事業者や経営者に対

する要請、指導を強化するとともに、大規模事業者に対しては、減量化計画作成や廃

棄物管理責任者の設置を義務付け、減量化・資源化を推進する。 

ウ 一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後 

現在、一般廃棄物処理施設においては、産業廃棄物の受け入れは行っていない。 

今後も事業者の責任で処理することを指導し、施設での受け入れは行わない。 

エ 生活排水処理の現状と今後 

伊勢崎市公共下水道（伊勢崎処理区）の整備を継続実施していくとともに、流域下水

道（佐波地区）への編入による下水道普及の向上に向けて、枝線の整備を推進する。ま

た、供用開始区域内における未接続世帯に対しては、接続を働きかける。 

特定地域生活排水処理事業や公共下水道等の集合処理施設の整備が見込まれない地

域に対しては、公共用水域の水質保全を図るため、合併処理浄化槽の設置に対して補助

金を交付し、設置を促進する。また、特定地域生活排水処理事業については、「市設置

型浄化槽」の整備推進を継続する。 

単独処理浄化槽設置者やくみ取り槽に対しては、生活雑排水が未処理であることから、

合併処理浄化槽への転換促進を継続する。 

オ 今後の処理体制の要点 

◇資源化施設が供用開始から 20 年以上が経過し老朽化していることから、基幹的設

備改良工事により延命化し、安定的かつ効率的なごみ処理システムを継続する。 

◇桐生市に委託している赤堀地区のごみについて、今後のごみ減量を踏まえ委託の見

直しを行う。 

◇「群馬県一般廃棄物処理広域化マスタープラン（令和 3 年 3 月改訂）」に基づき、

一般廃棄物処理施設の更新時期が近い周辺の市町村の状況を注視し、広域処理につ

いて研究する。  
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（3） 処理施設等の整備 

ア 廃棄物処理施設 

現有処理施設の概要を表 １５に示す。 

上記（２）の処理体制で処理を行うため、表 １６のとおり必要な施設整備を行う。 

 

表 １５ 現有処理施設の概要 

 

 

表 １６ 整備する処理施設 

 

  

施設種類 施設名 処理能力 所在地 竣工

焼却処理施設
伊勢崎市
清掃リサイクルセンター21

210 t/日 伊勢崎市柴町954番地 平成12年3月

伊勢崎市
清掃リサイクルセンター21
（不燃ごみ不燃性粗大ごみ）

41 t/日 伊勢崎市柴町954番地 平成12年3月

伊勢崎市
清掃リサイクルセンター21
（可燃性粗大ごみ）

1 t/日 伊勢崎市柴町954番地 平成12年3月

伊勢崎市
清掃リサイクルセンター21
（缶類びん類）

12 t/日 伊勢崎市柴町954番地 平成12年3月

伊勢崎市ストックヤード 200 ㎡ 伊勢崎市柴町1503番地 平成23年3月

伊勢崎市境ストックヤード 250 ㎡ 伊勢崎市女塚328番地1 平成26年3月

伊勢崎市あずま
ストックヤード

250 ㎡ 伊勢崎市東小保方町3242番地1 平成27年3月

最終処分場
伊勢崎市第4期
一般廃棄物最終処分場

159,100  伊勢崎市阿弥大寺町字西田25-3 令和元年12月

伊勢崎市
茂呂クリーンセンター

112 kL/日 伊勢崎市茂呂南町5097-2 平成8年3月

伊勢崎市
境クリーンセンター

50 kL/日 伊勢崎市境上矢島675 昭和60年3月
し尿処理施設

保管施設
（ストック
　ヤード）

資源化施設

事業
番号

（整備理由）

　事業番号１　既存施設の老朽化に伴い、施設の延命化及びCO2排出量削減を図るため。

伊勢崎市国土
強靭化地域計画

資源化施設
伊勢崎市清掃リサイク
ルセンター21（可燃性
粗大ごみ）

1t/日

資源化施設
伊勢崎市清掃リサイク
ルセンター21（缶類び
ん類）

12t/日

1

資源化施設
伊勢崎市清掃リサイク
ルセンター21（不燃ご
み不燃性粗大ごみ）

伊勢崎市
廃棄物処理施設（マテリア
ルリサイクル推進施設）の
基幹的設備改良事業

41t/日

伊勢崎市
柴町

954番地

令和6
～7年度

整備施設種類
施設名

事業名 処理能力
設置

予定地
事業期間 国土強靭化



－18－ 

イ 合併処理浄化槽の整備 

合併処理浄化槽の整備については、表 １７のとおり行う。 

 

表 １７ 合併処理浄化槽の整備計画 

 

（4） その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施する。 

ア 不法投棄防止 

① 不法投棄対策 

不法投棄対策として立て札の設置や、空地の所有者に対し草刈や柵の設置を促す。 

今後も地域住民の協力のもと、マナーの徹底やパトロールの実施などの対策を継続

する。 

② 環境指導員への環境事務委託 

市内 170 の行政区に各 1 人ずつ区域の生活環境の改善指導及び環境保全意識の普

及啓発に関することを職務とする環境指導員を委嘱している。 

今後も環境指導員の活動を推進し、ごみステーションの管理、不法投棄の監視や指

導など地域の環境保全を維持する。 

③ 廃家電のリサイクルに関する指導 

廃家電のリサイクルについては、特定家庭用機器再商品化法に基づき、適切な回収、

再商品化がなされるよう、住民に対し指導を行っている。 

また、不法投棄された家電指定四品目については、メーカーの指定引取場所まで運

搬を行っている。 

④ 小型電子機器等回収促進・連携事業 

令和 2 年 7 月から、宅配便によるパソコン等の回収を行う国の認定事業者と連携

し、市民に適切な処分方法を啓発することで、家庭用パソコン等の不法投棄防止と資

源化の推進を図っている。 

小型電子機器等の回収実績を表 ９に示す。 

今後も、利用の促進を図る。  

整備計画人口
（人）

整備計画基数
（基）

直近の整備済
基数（基）

（令和3年度）
国土強靭化事業期間事業

―

伊勢崎市国土
強靭化地域計画

伊勢崎市国土
強靭化地域計画

―

―

3,23811,768
令和5

～11年度

令和5
～11年度

―

合計

1,295

70

―

1,36511,898

―

130

浄化槽設置整備事業

公共浄化槽等整備推進事業

その他地方単独事業

3,414

―

176
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イ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

① 応急体制の整備 

震災などの大規模災害では、一時的に多量の廃棄物が発生するとともに、処理施設

等への被害も想定され、平時の体制ではその処理が困難となることが予想される。 

このため、「伊勢崎市地域防災計画（平成 26 年 3月 伊勢崎市防災会議）」及び「伊

勢崎市災害廃棄物処理計画（令和 2 年 3 月）」を踏まえ、あらかじめ周辺の市町村や

県との連携による応急体制の整備を図る。 

② 災害廃棄物の処理 

災害等で発生した廃棄物を適正処理するために、「群馬県災害廃棄物等の処理に係

る相互応援に関する協定書（平成 20年 4月）」に基づき、必要な人員や車両・設備等

を、状況に応じて国・県などと協力して確保する。 

ウ 浄化槽の適正管理の推進 

合併処理浄化槽及び単独処理浄化槽については、設置者の責任の下で適正な維持管理

が行われるよう、定期的な保守点検・清掃や法定検査の実施などについて、普及啓発を

図る。 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

（1） 計画のフォローアップ 

毎年、計画の進捗状況を確認し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、群馬県及

び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

（2） 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計

画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表する。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化などを踏まえ、必要に応じ計画を見直すもの

とする。 
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和
1
2
年

度
令

和
3
年

度
令

和
2
年

度
令

和
元

年
度

平
成

3
0
年

度
平

成
2
9
年

度

目
標

過
去

の
状

況
・

現
状

（
排

出
量

等
に

対
す

る
割

合
）

6
5
,
8
9
8

1
5
,
6
8
3

1
.
6

5
7
,
7
5
5

2
4
7
.
0

7
3
,
4
3
8

1
3
,
8
4
8

1
.
4

5
2
,
0
5
0

2
1
9
.
2

1
5
,
7
3
5

1
.
6

6
0
,
2
1
5

1
7
,
5
4
5

1
.
8

5
6
,
6
1
8

2
4
1
.
2

7
4
,
1
6
3

1
7
,
4
0
5

1
.
9

5
6
,
1
0
7

2
3
8
.
7

7
3
,
5
1
2

2
,
6
5
1

7
,
5
0
5

(
3
.
5
%
)

(
1
0
.
5
%
)

2
,
6
7
7

8
,
0
3
4

(
2
.
9
%
)

(
1
4
.
3
%
)

1
,
9
3
5

9
,
6
6
7

(
3
.
6
%
)

(
1
0
.
1
%
)

2,
4
8
0

7,
8
8
9

(
3
.
6
%
)

(
1
0
.
5
%
)

2
,
6
1
5

7
,
8
2
2

(
3
.
3
%
)

(
1
0
.
7
%
)

2
,
4
3
7

8
,
1
0
8

(
3
.
3
%
)

(
1
0
.
5
%
)

(
1
0
.
9
%
)

8
,
1
9
8

(
1
0
.
6
%
)

7,
8
3
1

(
1
0
.
7
%
)

7
,
8
7
1

(
1
0
.
8
%
)

7
,
1
1
7

(
1
0
.
6
%
)

7
,
7
8
4

(
1
1
.
2
%
)

8
,
5
3
0

1
9
,
3
6
3 0

1
9
,
3
2
6 0

1
7
,
1
5
9 0

1
6
,
5
2
8 0

1
9
,
6
6
9 0

1
9
,
5
0
2 0

一
般

廃
棄

物
処

理
基

本
計

画
と

本
地

域
計

画
は

、
策

定
時

期
及

び
目

標
年

次
が

異
な

る
こ

と
か

ら
、

一
般

廃
棄
物

処
理

基
本

計
画

の
将

来
予

測
と

直
近

の
実

績
を

考
慮

し
て

目
標

値
を

設
定

し
た

。
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３
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

の
現

況
と

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
予

定

(
1
)
現

有
施

設
リ

ス
ト

(
2
)
更

新
（

改
良

）
・

新
設

施
設

リ
ス

ト

※
　

計
画

地
域

内
の

施
設

の
状

況
（

現
況

、
予

定
）

を
地

図
上

に
示

し
た

も
の

を
添

付
す

る
。

ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

推
進

施
設

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

缶
類

び
ん

類

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

不
燃

ご
み

不
燃

性
粗

大
ご

み

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

選
別

・
圧

縮

選
別

・
破

砕

1
2
 
t
/
日

－－
4
1
 
t
/
日

R
7
.
3

R
7
.
3

施
設

の
延

命
化

及
び

C
O
2
排

出
量

削
減

の
た

め
の

基
幹

的
設

備
改

良

無 無

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

可
燃

性
粗

大
ご

み
伊

勢
崎

市
切

断
1
 
t
/
日

R
7
.
3

無
－

備
考

想
定

さ
れ

る
浸

水
深

と
対

策
解

体
（

予
定

）
年

月

廃
焼

却
施

設
解

体
の

有
無

（
解

体
施

設
の

名
称

）

廃
焼

却
施

設
解

体
事

業
着

手
（

予
定

）
年

月
完

了
（

予
定

）
年

月

更
新

（
改

良
）

・
新

設
理

由

廃
止

又
は

休
止

（
予

定
）

年
月

－ －

令
和

6
年

度
～

令
和

7
年

度
に

お
い

て
、

施
設

の
延

命
化

及
び

C
O
2
排

出
量

削
減

の
た

め
の

基
幹

的
設

備
改

良
工

事
を

行
う

。

－
－

－
－ －

（
浸

水
深

0
.
5
～

3
.
0
m
未

満
）

土
嚢

を
備

蓄
し

て
い

る
。

－
－

－

（
浸

水
深

0
.
5
～

3
.
0
m
未

満
）

土
嚢

を
備

蓄
し

て
い

る
。

処
理

困
難

時
に

は
「

群
馬

県
災

害
廃

棄
物

等
の

処
理

に
係

る
相

互
応

援
に

関
す

る
協

定
」

等
に

基
づ

き
対

応
す

る
。

－
－

施
設

種
別

施
設

名
事

業
主

体
型

式
及

び
処

理
方

式
処

理
能

力
（

単
位

）
竣

工
予

定
年

月

処
理

能
力

（
単

位
）

型
式

及
び

処
理

方
式

事
業

主
体

施
設

種
別

施
設

名
竣

工
年

月

H
2
3
.
3

H
2
7
.
3

H
2
6
.
3

全
連

続
式

流
動

床
炉

1
5
9
,
1
0
0
 
 

2
1
0
 
t
/
日

4
1
 
t
/
日

1
2
 
t
/
日

2
0
0
 
㎡

2
5
0
 
㎡

2
5
0
 
㎡

R
1
.
1
2

最
終

処
分

場

伊
勢

崎
市

ｽ
ﾄ
ｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ

伊
勢

崎
市

あ
ず

ま
ｽ
ﾄ
ｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ

伊
勢

崎
市

境
ｽ
ﾄ
ｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ

管
理

型
埋

立
処

分

選
別

・
圧

縮

選
別

・
破

砕

選
別

・
保

管

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

可
燃

性
粗

大
ご

み
伊

勢
崎

市
切

断

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
回

収
型

廃
棄

物
処

理
施

設

選
別

・
保

管

選
別

・
保

管

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

第
4
期

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

ﾏ
ﾃ
ﾘ
ｱ
ﾙ
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

推
進

施
設

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

全
連

続
燃

焼
式

焼
却

炉

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

缶
類

・
び

ん
類

伊
勢

崎
市

清
掃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
2
1

不
燃

ご
み

不
燃

性
粗

大
ご

み

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

－

H
1
2
.
3

H
1
2
.
3

H
1
2
.
3

－－

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
再

商
品

化
を

実
施

す
る

た
め

の
施

設
整

備
事

業

備
考

想
定

さ
れ

る
浸

水
深

と
対

策

（
浸

水
深

0
.
0
～

0
.
5
m
未

満
）

対
策

な
し

。

（
浸

水
深

0
.
5
～

3
.
0
m
未

満
）

土
嚢

を
備

蓄
し

て
い

る
。

処
理

困
難

時
に

は
「

群
馬

県
災

害
廃

棄
物

等
の

処
理

に
係

る
相

互
応

援
に

関
す

る
協

定
」

等
に

基
づ

き
対

応
す

る
。

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

茂
呂

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

し
尿

処
理

施
設

－

（
浸

水
深

0
.
5
～

3
.
0
m
未

満
）

土
嚢

を
備

蓄
す

る
。

処
理

困
難

時
に

は
「

群
馬

県
災

害
廃

棄
物

等
の

処
理

に
係

る
相

互
応

援
に

関
す

る
協

定
」

等
に

基
づ

き
対

応
す

る
。

（
浸

水
深

0
.
5
～

3
.
0
m
未

満
）

処
理

困
難

時
に

は
県

に
対

し
て

し
尿

に
係

る
広

域
処

理
の

調
整

を
要

請
す

る
。

－
－

H
8
.
3

1
1
2
 
k
L
/
日

高
負

荷
脱

窒
素

1
 
t
/
日

H
1
2
.
3

－
－ －

浸
水

想
定

な
し

浸
水

想
定

な
し

（
浸

水
深

0
.
0
～

0
.
5
m
未

満
）

処
理

困
難

時
に

は
県

に
対

し
て

し
尿

に
係

る
広

域
処

理
の

調
整

を
要

請
す

る
。

－
－

S
6
0
.
3

5
0
 
k
L
/
日

高
負

荷
酸

化
伊

勢
崎

市
伊

勢
崎

市
境

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
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４
生

活
排

水
処

理
の

現
状

と
目

標

※
　

別
添

資
料

と
し

て
指

標
と

人
口

等
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
を

添
付

す
る

。

５
浄

化
槽

の
整

備
の

状
況

と
更

新
、

廃
止

、
新

設
の

予
定

※
　

計
画

地
域

内
の

施
設

の
状

況
（

現
況

、
予

定
）

を
地

図
上

に
示

し
た

も
の

を
添

付
す

る
。

未
処

理
人

口

令
和

3
年

度
令

和
1
2
年

度

合
併

処
理

浄
化

槽
等

集
落

排
水

施
設

等

公
共

下
水

道

総
人

口

汚
水

衛
生

処
理

人
口

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

汚
水

衛
生

処
理

人
口

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

汚
水

衛
生

処
理

人
口

2
1
3
,
1
6
7

2
1
2
,
9
4
6

2
1
2
,
1
7
8

備
考

施
設

種
別

事
業

主
体

処
理

人
口

基
数

開
始

年
度

基
数

処
理

人
口

目
標

年
度

現
有

施
設

の
内

容
整

備
予

定
基

数
の

内
容

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
度

指
標

・
単

位

過
去

の
状

況
・

現
状

目
標

平
成

2
9
年

度
平
成

3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

2
年

度

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業

公
共

浄
化

槽
等

整
備

推
進

事
業

伊
勢

崎
市

伊
勢

崎
市

1
1
,
7
6
8

5
9
,
2
8
4

平
成

元
年

4
月

1
,
2
9
5

3
,
2
3
8

令
和

1
1
年

度
末

1
3
0

2
9
9

平
成

2
2
年

4
月

7
0

1
7
6

令
和

1
1
年

度
末

整
備

予
定

　
令

和
5
年

度
～

令
和

1
1
年

度

対
象

地
区

：
境

東
新

井
、

境
島

村
南

部
地

区

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

汚
水

衛
生

未
処

理
人

口

2
1
3
,
0
3
1

2
1
3
,
2
1
3

8
6
,
3
4
9

8
2
,
6
9
2

9
,
5
1
6

4
.
5
%

5
7
,
5
1
6

8
9
,
4
2
9

4
2
.
9
%

9
,
2
1
5

4
.
4
%

7
3
,
0
9
3

3
5
.
1
%

8
1
,
0
5
6

7
9
,
5
2
7

7
7
,
4
3
2

6
7
,
0
1
9

8
,
1
4
4

3
.
8
%

5
9
,
5
8
3

2
8
.
1
%

6
6
,
2
3
5

3
1
.
1
%

8
,
1
2
2

3
.
8
%

5
9
,
0
6
2

2
7
.
7
%

3
1
.
6
%

6
5
,
8
9
3

3
6
,
7
2
4

2
0
8
,
4
6
1

2
7
.
0
%

6
1
,
2
9
8

2
8
.
8
%

9
,
4
2
9

4
.
4
%

5
5
,
9
5
5

2
6
.
3
%

3
0
.
9
%

8
,
0
8
2

3
.
8
%

5
8
,
1
3
6

2
7
.
3
%

6
3
,
4
8
9

2
9
.
8
%
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様式２ 

 

  

様
式

２ 事
業
名

称
単

位
開
始

終
了

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度
令
和

8
年
度

令
和

9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年
度

令
和

5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度
令
和

8
年
度

令
和

9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年
度

2
,
3
1
0
,
0
00

0
2
33
,
2
2
2

2
,0
7
6
,
7
7
8

0
0

0
0
2
,
1
3
8
,
0
37

0
1
36
,
3
7
4

2
,0
0
1
,
6
6
3

0
0

0
0

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

整
備

事
業

1
伊

勢
崎

市
5
4
t
/
日

R6
R
7

2
,
3
1
0
,
0
00

0
2
33
,
2
2
2

2
,0
7
6
,
7
7
8

0
0

0
0
2
,
1
3
8
,
0
37

0
1
36
,
3
7
4

2
,0
0
1
,
6
6
3

0
0

0
0

7
8
6
,
8
40

1
0
8
,1
2
0

1
13
,
1
2
0

1
1
3
,
1
2
0

1
1
3
,1
20

1
1
3
,1
2
0

1
13
,
1
2
0

1
1
3
,
1
2
0

7
8
6
,
8
40

1
0
8
,1
2
0

1
13
,
1
2
0

1
1
3
,
1
2
0

1
1
3
,
1
20

1
1
3
,1
2
0

1
13
,
1
2
0

1
1
3
,
1
2
0

浄
化

槽
設
置

整
備

事
業

伊
勢

崎
市

1
,
2
9
5
基

R5
R
1
1

7
1
8
,
1
70

9
8
,3
1
0

1
03
,
3
1
0

1
0
3
,
3
1
0

1
0
3
,3
10

1
0
3
,3
1
0

1
03
,
3
1
0

1
0
3
,
3
1
0

7
1
8
,
1
70

9
8
,3
1
0

1
03
,
3
1
0

1
0
3
,
3
1
0

1
0
3
,
3
10

1
0
3
,3
1
0

1
03
,
3
1
0

1
0
3
,
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【参考資料様式１】 

施設概要（マテリアルリサイクル系） 

都道府県名 群馬県 

 

(1) 事業主体名  伊勢崎市 

(2) 施設名称 
 清掃リサイクルセンター21 

 （不燃ごみ不燃性粗大ごみ、可燃性粗大ごみ、缶類びん類）

(3) 工期※1  令和 6 年度 ～ 令和 7年度 

(4) 施設規模 

 処理能力：54ｔ/5ｈ 

  不燃ごみ・不燃性粗大ごみ処理施設：41ｔ/5ｈ 

  可燃性粗大ごみ処理施設     ：1ｔ/5ｈ 

  資源回収施設（缶類選別装置）  ：5.8ｔ/5ｈ 

  資源回収施設（びん類選別装置） ：6.2ｔ/5ｈ 

(5) 処理方式  破砕・選別・圧縮・保管等 

(6) 地域計画内の役割※2 

 既存施設の有効利用の観点から基幹的設備改良事業を実施し、

 既存のリサイクルプラザの延命化を図るとともに、3％以上の

 温室効果ガスの削減を図る。 

(7) 廃焼却施設解体 

  工事の有無 
  有    無 

 

 「ストックヤード」を整備する場合 

(8) ストック対象物  － 

 

 「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

(9) 容器包装リサイクル 

  推進施設の内訳 
 － 

 

 「灰溶融施設」を整備する場合 

(10) スラグの利用計画  － 

 

(11) 総事業計画額※1 
 2,310,000 千円（税込） 

 うち、交付対象事業費 2,138,037 千円（税込） 

 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の工期、金額を記載し、全体

の工期、金額を括弧書きすること。 

※2 基幹的設備改良事業を実施する場合は、二酸化炭素の削減率を記載すること。 
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【参考資料様式７（浄化槽設置整備事業）】 

施設概要（浄化槽系） 

都道府県名 群馬県 

 

(1) 事業主体名  伊勢崎市 

(2) 事業目的  浄化槽設置整備事業（伊勢崎市浄化槽整備事業） 

(3) 事業の実施目的 

  及び内容 

 生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、専用住宅 

 に浄化槽を設置しようとするものに対し、予算の範囲内において 

 補助金を交付する。 

(4) 事業期間  令和 5 年度 ～ 令和 11 年度 

(5) 事業対象地域の 

  要件 
 人口 面積 沖縄 離島 奄美 豪雪、山村 半島 過疎 その他

(6) 事業計画額 

交付金対象事業費 718,170 千円 

 うち、環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業に係る事業費

 718,170 千円 

 

○事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 

区分 
交付対象基数 

（  人分） 
基準額合計 総事業費 

交付金対象 

事業費 

5 人槽 658 基（1,645 人分） 236,880,000 204,700,000 204,700,000

6～7 人槽 560 基（1,400 人分） 258,720,000 199,200,000 199,200,000

8～10 人槽 77 基（193 人分） 45,045,000 30,770,000 30,770,000

11～20 人槽 基（  人分） 

21～30 人槽 基（  人分） 

31～50 人槽 基（  人分） 

51 人槽以上 基（  人分） 

宅内配管費 945 基 283,500,000 283,500,000 283,500,000

撤去費 基 

雨水貯留槽等 

再利用 
基 

改築費（災害） 基 

改築費 

（長寿命化） 
基 

浄化槽整備 

効率化事業費 

台帳作成費 

計画策定等調査費 

効果的な転換推進 

及び管理適正化推進費 

合計 

1,295 基（3,238 人分） 

※基数の合計には、宅内配管

費、撤去費、改築費を除く。 

824,145,000 718,170,000 718,170,000
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【参考資料様式７（公共浄化槽等整備推進事業）】 

施設概要（浄化槽系） 

都道府県名 群馬県 

 

(1) 事業主体名  伊勢崎市 

(2) 事業目的  公共浄化槽等整備推進事業（伊勢崎市特定地域生活排水処理事業）

(3) 事業の実施目的 

  及び内容 

 生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、市で浄化 

 槽を設置し、維持管理を行う。 

(4) 事業期間  令和 5 年度 ～ 令和 11 年度 

(5) 事業対象地域の 

  要件 
 人口 面積 沖縄 離島 奄美 豪雪、山村 半島 過疎 その他

(6) 事業計画額 

交付金対象事業費 68,670 千円 

 うち、環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業に係る事業費

 68,670 千円 

 

○事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 

区分 
交付対象基数 

（  人分） 
基準額合計 総事業費 

交付金対象 

事業費 

5 人槽 35 基（88 人分） 30,870,000 30,870,000 30,870,000

6～7 人槽 35 基（88 人分） 37,800,000 37,800,000 37,800,000

8～10 人槽 基（  人分） 

11～15 人槽 基（  人分） 

16～20 人槽 基（  人分） 

21～25 人槽 基（  人分） 

26～30 人槽 基（  人分） 

31～40 人槽 基（  人分） 

41～50 人槽 基（  人分） 

51 人槽以上 基（  人分） 

共同浄化槽 基 

宅内配管費 基 

撤去費 基 

雨水貯留槽等 

再利用 
基 

改築費（災害） 基 

改築費 

（長寿命化） 
基 

浄化槽整備 

効率化事業費 

台帳作成費 

調査費 

計画策定等調査費 

効果的な転換推進 

及び管理適正化推進費 

合計 

70 基（176 人分） 

※基数の合計には、宅内配管

費、撤去費、改築費を除く。 

68,670,000 68,670,000 68,670,000
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添 付 資 料 

 

添付資料 1 対象地域図 

添付資料 2 目標設定に関するグラフ等 

添付資料 3 対象地域内の施設と位置 

添付資料 4 ハザードマップ 

添付資料 5 国土強靭化地域計画（抜粋） 
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添付資料1 対象地域図 
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添付資料2 目標設定に関するグラフ等 

 

（1） 人口及び事業所数の推移 

 

  

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

213,031 213,213 213,167 212,946 212,178 211,554 210,929 210,305 209,680 209,436 209,192 208,949 208,705 208,461

9,111 9,432 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752 9,752

人口（人）

事業所数（事業所）

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分

実績値 計画値
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実績値 計画値
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（2） ごみ量の推移 

ア 排出量の推移 

 

 

 

  

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

74,798 75,356 75,941 76,480 74,018 72,325 71,612 70,792 70,114 69,456 68,906 68,264 67,731 67,694

生活系総排出量（t/年） 56,107 56,618 57,574 60,215 57,755 56,133 55,509 54,856 54,244 53,646 53,092 52,511 51,973 52,050

事業系総排出量（t/年） 17,405 17,545 17,294 15,735 15,683 15,348 15,175 14,917 14,750 14,579 14,462 14,266 14,123 13,848

集団回収量（t/年） 1,286 1,193 1,073 530 580 844 928 1,019 1,120 1,231 1,352 1,487 1,635 1,796

962.0 968.3 973.4 984.0 955.7 936.6 927.6 922.2 916.1 908.6 900.0 895.1 889.1 889.7

実績値 計画値

総排出量原単位（g/人/日）

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分

総排出量（t/年）
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総排出量（t/年） 総排出量原単位（g/人/日）

実績値 計画値
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量
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１
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た
り
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総
排
出
量

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

56,107 56,618 57,574 60,215 57,755 56,133 55,509 54,856 54,244 53,646 53,092 52,511 51,973 52,050

17,405 17,545 17,294 15,735 15,683 15,348 15,175 14,917 14,750 14,579 14,462 14,266 14,123 13,848

1,286 1,193 1,073 530 580 844 928 1,019 1,120 1,231 1,352 1,487 1,635 1,796

238.7 241.2 245.9 256.5 247.0 241.6 239.2 236.6 234.1 231.2 228.3 225.2 222.3 219.2

1.9 1.8 1.7 1.6 1.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4

計画値

集団回収量（ｔ/年）

生活系総排出量（ｔ/年）

事業系総排出量（ｔ/年）

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分

実績値

事業系原単位（ﾄﾝ/事業所）

生活系原単位（kg/人）
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ご

み

量

１
人
あ
た
り
の
生
活
系
排
出
量

・
１
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イ 総資源化量の推移 

 

 

ウ 最終処分量の推移 

 

  

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

7,822 7,889 8,108 8,034 7,505 7,614 7,713 7,809 7,946 8,108 8,312 8,522 8,773 9,667

10.5% 10.5% 10.7% 10.5% 10.1% 10.5% 10.8% 11.0% 11.3% 11.7% 12.1% 12.5% 13.0% 14.3%再生利用率（％）

総資源化量（ｔ/年）

実績値 計画値　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分
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総資源化量（ｔ/年） 再生利用率（％）

実績値 計画値

リ
サ
イ
ク
ル
率

資

源

化

量

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

7,871 7,831 8,198 8,530 7,784 7,720 7,634 7,535 7,451 7,368 7,296 7,212 7,138 7,117

10.7% 10.6% 10.9% 11.2% 10.6% 10.8% 10.8% 10.8% 10.8% 10.8% 10.8% 10.8% 10.8% 10.8%

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分

実績値 計画値

最終処分率（％）
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エ エネルギー回収量の推移 

 

 

 

  

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

17,159 19,326 19,363 19,502 19,669 18,736 18,463 18,166 17,895 17,624 17,366 17,087 16,822 16,528エネルギー回収量（MWh）

実績値 計画値　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分
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（3） 生活排水処理形態別人口の推移 

 

（4） 生活排水処理量の推移 

 

 

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

61,298 63,489 65,893 66,235 67,019 70,447 73,825 77,392 80,727 84,193 85,450 86,707 88,173 89,429

9,429 9,516 8,082 8,122 8,144 8,251 8,437 8,833 9,016 9,215 9,215 9,215 9,215 9,215

55,955 57,516 58,136 59,062 59,583 61,351 63,068 64,774 66,469 68,276 69,533 70,580 71,837 73,093

66,984 64,096 63,483 62,643 61,501 56,793 52,103 47,104 42,467 37,927 35,737 33,714 31,357 29,168

19,365 18,596 17,573 16,884 15,931 14,712 13,496 12,202 11,001 9,825 9,257 8,733 8,123 7,556し尿計画収集人口（人）

実績値 計画値

公共下水道人口（人）

農集排処理施設人口（人）

合併処理浄化槽人口（人）

単独処理浄化槽人口（人）

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分
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実績値 計画値
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人
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

8,157 7,427 7,082 6,764 6,115 5,647 5,195 4,684 4,223 3,771 3,563 3,352 3,118 2,900

50,925 52,211 51,622 54,525 55,271 53,929 52,716 51,069 49,726 48,478 48,184 47,607 47,105 46,679

汲み取りし尿量（kL/年）

　　　　　　　　　　　　　　　　年度
区分

浄化槽汚泥量（kL/年）
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添付資料3 対象地域内の施設と位置 

（1） 現有施設の概要 

ア 焼却処理施設 

 

 

イ 資源化処理施設 

 

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市柴町954番地

炉形式 全連続燃焼式焼却炉（流動床式）

稼働年月 平成12年4月

施設規模 210 t/日（70 t/日×3炉）

敷地面積 約33,000㎡（焼却施設とリサイクルプラザを合わせた敷地面積）

伊勢崎市リサイクルセンター21

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市柴町954番地

稼働年月 平成12年4月

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市柴町1503番地

稼働年月 平成23年3月

施設規模 200 ㎡

処理方式 選別・保管

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市女塚328番地1

稼働年月 平成26年3月

施設規模 250 ㎡

処理方式 選別・保管

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市東小保方町3242番地1

稼働年月 平成27年3月

施設規模 250 ㎡

処理方式 選別・保管

伊勢崎市リサイクルセンター21（不燃ごみ・粗大ごみ・缶類・びん類）

伊勢崎市ストックヤード

伊勢崎市境ストックヤード

伊勢崎市あずまストックヤード

もえないごみ・不燃性粗大ごみ処理施設：41 t/5h
可燃性粗大ごみ処理施設　　　　　　　：1 t/5h
資源回収施設…缶類選別装置　　　　　：5.8 t/5h
　　　　　　　びん類選別装置　　　　：6.2 t/5h

施設規模

処理方式
もえないごみ・不燃性粗大ごみ処理施設：竪型高速回転式
可燃性粗大ごみ処理施設　　　　　　　：切断式
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ウ 最終処分場 

 

 

エ し尿処理施設 

 

  

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市阿弥大寺町字西田25-3

埋立開始年月 令和2年2月

埋立期間 令和元年度～令和16年度

埋立工法 準好気性埋立（サンドイッチ方式）

埋立対象物 焼却残渣、不燃残渣等

浸出水処理施設概要

埋立面積等

処理能力：100  /日
処理方式：カルシウム除去＋生物処理（硝化・脱窒）＋凝縮沈殿
　　　　　砂ろ過＋活性炭吸着＋ゼオライト吸着＋薬剤滅菌

埋立面積：23,800 ㎡
埋立容量：159,100  

伊勢崎市第4期一般廃棄物最終処分場

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市茂呂南町5097-2

稼働年月 平成8年4月

処理能力 112 kL/日

処理方式 高負荷脱窒素処理方式

汚泥処理 脱水焼却

項目 内容

施設の所管 伊勢崎市

所在地 群馬県伊勢崎市境上矢島675

稼働年月 昭和60年4月

処理能力 50 kL/日

処理方式 高負荷酸化処理方式

汚泥処理 脱水焼却

伊勢崎市境クリーンセンター

伊勢崎市茂呂クリーンセンター
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（2） ごみ処理施設関連 

 

 

図中番号 名称 能力・規模

① 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（焼却） 210 t/日

② 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（不燃ごみ不燃性粗大ごみ） 41 t/日

③ 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（可燃性粗大ごみ） 1 t/日

④ 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（缶類びん類） 12 t/日

⑤ 伊勢崎市ストックヤード 200 ㎡

⑥ 伊勢崎市境ストックヤード 250 ㎡

⑦ 伊勢崎市あずまストックヤード 250 ㎡

⑧ 伊勢崎市第4期一般廃棄物最終処分場 159,100  

：令和6年度から令和7年度の2ヶ年で基幹的設備改良工事を実施予定。

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収型廃棄物処理施設

区分

ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進施設

最終処分場
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（3） し尿処理施設 

 

 

  

図中番号 名称 能力・規模

⑨ 伊勢崎市茂呂クリーンセンター 112 kL/日

⑩ 伊勢崎市境クリーンセンター 50 kL/日
し尿処理施設

区分
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（4） 浄化槽処理促進区域図 
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添付資料4 ハザードマップ 

 

 

図中番号 名称 能力・規模

① 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（焼却） 210 t/日

② 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（不燃ごみ不燃性粗大ごみ） 41 t/日

③ 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（可燃性粗大ごみ） 1 t/日

④ 伊勢崎市清掃リサイクルセンター21（缶類びん類処理） 12 t/日

⑤ 伊勢崎市ストックヤード 200 ㎡

⑥ 伊勢崎市境ストックヤード 250 ㎡

⑦ 伊勢崎市あずまストックヤード 250 ㎡

⑧ 伊勢崎市第4期一般廃棄物最終処分場 159,100  

⑨ 伊勢崎市茂呂クリーンセンター 112 kL/日

⑩ 伊勢崎市境クリーンセンター 50 kL/日

：令和6年度から令和7年度の2ヶ年で基幹的設備改良工事を実施予定。

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収型廃棄物処理施設

ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進施設

最終処分場

し尿処理施設

区分
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添付資料5 国土強靭化地域計画（抜粋） 
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